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   社長メッセージ 

 

おかげさまで創立 22周年 

 

 

 

 

 

皆さま、いつもありがとう投信をご愛顧いただきまして誠にありがとうございます。3月に入り季節の変わり目で寒暖

の差が激しい日が続いておりますが、体調を崩されないようにどうかくれぐれもご自愛ください。 

 

さて、先月の世界のマーケットですが、昨年まで相場を牽引してきた米国のマグニフィセントセブンが低調な動きと

なったことで、米国株からアジア株、日本株、欧州株へ世界の投資マネーがシフトしているとみられ、米国株以外の

株式市場はおおむね上昇する１ヶ月となりました。 

特に韓国や台湾の半導体関連株が大きく上昇しました。また、日本株については、2月8日の衆議院選挙で自民

党が戦後最高の316議席数を獲得したことがポジティブサプライズとなり、日経平均株価、TOPIXともに10％以上の

大幅上昇となり、日経平均株価は月末に58,850円をつけて史上最高値を更新しました。 

為替相場については、衆議院選挙後にドル円レートは一時152円台に上昇しましたが、高市政権がリフレ派の2人

の日銀審議員候補を指名すると円安に振れて１ドル156円台で月末を迎えました。 

そのような中でありがとうファンドは月間で+1.8％の上昇となり、月末に基準価額、純資産総額ともに史上最高値を

更新しました。主に新興国株ファンド、日本株ファンドの上昇が基準価額の上昇に大きく寄与しました。 

 

今後の見通しですが、2月28日の米イスラエルによるイラン攻撃とその報復合戦によって中東全域での緊張と地政

学リスクが高まっており、世界経済及び企業業績の不確実性が一段と増したことによりボラティリティの高い相場展開

がしばらく続くと思われます。ホルムズ海峡閉鎖の長期化や米イスラエルとイランによる戦争の早期終結が見通せな

くなり泥沼化していけば世界経済や株式市場への悪影響は避けられないでしょう。今回の米イスラエルによるイラン

攻撃は、米国によるイランの政権転覆を狙ったものですが、イスラエルによる中東覇

権拡大の思惑が背景にあるとも言われております。 

 

年初からのベネズエラやグリーンランドを巡る米国トランプ政権の動きに見られる

ように、今後も米国トランプ政権の西半球の地域覇権支配に向けたさらなる動きに

は注意が必要であり、具体的な動きが顕在化してくれば地政学リスクが一層高まっ

てくると考えられます。 

ありがとう投信株式会社 

代表取締役社長 長谷 俊介 
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一方で、日本においては高市政権が衆議院で圧勝し、3分の2以上の議席数

を得たことにより、野党の協力を得なくても政策を進められるようになりました。 

世界情勢が緊迫化している中、物価高対策や防衛力強化、社会保障と税の一

体改革、移民と外国人労働者問題、少子化対策等、山積みの国内課題にどう向

き合っていくのか、自民党一強体制の中で一般庶民の声がきちんと届くのか、高

市政権の今後に注目していく必要があるでしょう。 

 

そのような中で、ありがとうファンドでは、引き続き様々な国・地域の価値ある企業に国際分散投資をしてリスクを分

散しながら、世界経済と企業の成長の恩恵を享受するとともに、地政学リスクやイベントリスク、インフレリスクへのヘッ

ジとして金（ゴールド）への分散投資を継続することでダウンサイドリスクを抑制しながら資産の長期的な成長を目指

して参ります。 

 

おかげさまで創立22周年 

 さて、弊社は今月3月9日におかげさまで創立22周年を迎えます。激動の世界情勢の中、こうして無事に22周年を

迎えられるのも皆さまの創業時からの暖かいご支援のおかげです。この場を借りて感謝申し上げます。本当にありが

とうございます。 

 

 弊社は、5名の税理士・公認会計士が長期投資による資産形成のお手伝いによってお客さまの将来不安を解消し

ようと立ち上げた独立系のユニークな資産運用会社です。販売会社の意向に左右されることのないように、創業以

来ありがとうファンド１本のみを直販によって提供し、お客様に寄り添った資産運用サービスの提供を行ってきました。 

 ありがとうファンドがスタートしたときの運用資産残高は約1.6億円でしたが、先月末には約316億円まで運用資産

残高を増やすことができました。これもひとえに皆さまから継続して託されたご資金と長期投資の運用成果の賜物で

あると感謝申し上げます。 

 

昨今の物価上昇が私たち庶民の生活を直撃する中、日本ではK字型経済化が進み、富裕層の資産と消費が増

える一方で庶民は物価高に苦しむ格差拡大の二極化が顕著になってきています。 

預貯金だけでは実質購買力を維持できないので、資産防衛の観点からも資産運用の必要性は高まっていると考

えられます。 

 

弊社では10年先、20年先を見据えて、これからもお客様に寄り添って良い

時も悪い時も上り坂も下り坂もまさかの時も、お客様の資産運用が成功するよ

うに一生涯サポートさせて頂ければと考えております。 

 

引き続き皆さまの資産を守りながら長期で増やしていけるように運用を継続

して参りますので、今後ともありがとう投信をご愛顧いただきますよう何卒よろし

くお願い申し上げます。 
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   積立投資のすすめ！ 

 

長期投資には、コツコツと分散しながら長期に渡って購入する「定期積立サービス」がおすすめです。 
 

 

 

 

 

①『無理なく続けられる』 
お手元にまとまった資金がなくても、毎月少しずつ 

積み立てることで大きな資産へとつながっていきます。 

貯金感覚で続けていきながら、複利効果でリターン 

のチャンスとなります。 

 

②『リスクを分散』 
定額での購入で基準価額が高い時に少なく、 

安い時に多く投資することができます(ドル・コスト平 

均法)。相場が良い時も悪い時も投資を続けることで、 

平均買付単価を低く抑える方法です。 

 

③『時間分散』 
タイミングを分けることで、リスクを分散することができます。 

時間を味方につけることで、長期でじっくり投資を続ける 

ことができます。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  
※上記表は毎月同一金額を継続して積立した場合の平均取得単価となります。 

※積立による購入は将来の収益を保証、基準価額下落時における損失を防止するものではありません。 

※計算過程で出る端数の処理等、損益比率計算過程において簡略化した計算式を用いています。 

「定期積立サービス」とは 
・・・毎月決まった日にお客様が決めた金額を、自動で購入してお客様の資産をコツコツ積み立て

ていくやり方です。引落とし手数料も無料♪お忙しい方にもおすすめの投資方法です。 

タイミングを見計らうのではなく、 

時間を味方につけていきましょう！ 

投資信託をいつ買えばよいか？とのお客様の声が

多いですが、投資信託は、タイミングではなく、時間で

の分散が効果的です。長期で常にタイミングを計るこ

とはとても難しく、かなりの労力を必要とし、それでも確

実にいいタイミングで買える保証はありません。 

それよりも、ゆっくりと長い時間をかけて、コツコツ投

資していくほうがはるかに続けやすく買付単価が平均

化されることで、分散の効果が得られます。 
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投資成果 積立残高

※投資成果は定期約定日時点の評価金額

1年 40,186円 +20.8%
3年 34,425円 +41.1%

5年 30,512円 +59.1%

10年 22,469円 +116.1%

初回（2004年
10月）から

13,833円 +251.0%

期間 損益平均取得単価

1年 12万円 14万5004円

3年 36万円 50万7804円

5年 60万円 95万4881円

10年 120万円 259万3357円

初回（2004年
10月）から

257万円 902万1363円

＜ご参考＞毎月1万円積立した場合

投資額 評価額期間

2026年2月27日現在（基準価額：48,559円）
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   セミナーのお知らせ 

お申し込みは弊社 HP まで（https://www.39asset.co.jp/seminar/info/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙セミナー案内もご覧いただければと思います。 

 

   住所変更手続きのお願い 

お引っ越しをされてご住所が変わった場合は、書面でのお手続きが必要となります。 

弊社から変更用紙をお送りいたしますので、ご記入・ご捺印のうえ、新しい住所が確認できるマイナンバー

確認書類と本人確認書類を添付してご返送ください。 

尚、お急ぎの場合は、弊社のホームページから変更用紙をダウンロードして印刷することもできます。 

変更用紙のご請求・ダウンロードは、こちら（https://www.39asset.co.jp/guide/change/）をご覧ください。 

 

   「お友達紹介プログラム」を開始しました！この機会にお友達に紹介してみませんか？ 

すでに口座をお持ちのお客さまがお友達をご紹介していただいた場合に、弊社から感謝の気持ちを込めて

プレゼント贈呈させていただきます。お客さまのお友達でありがとう投信の口座開設に興味をお持ちのかたが

おられましたら、是非ご紹介をお願いいたします。 

詳しくはこちら（https://www.39asset.co.jp/service/campaign/shokai/）をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナータイトル 開催日 開催地 時間 講師

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

3月7日
（土）

札幌
13:30～
15:30

長谷　俊介・真木　喬敏
（ありがとう投信）

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

3月29日
（日）

東京
10:00～
12:00

長谷　俊介・真木　喬敏
（ありがとう投信）

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

4月12日
（日）

仙台
13:30～
15:30

長谷　俊介
（ありがとう投信）

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

4月18日
（土）

名古屋
13:30～
15:30

長谷　俊介
（ありがとう投信）

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

4月25日
（土）

大阪
13:30～
15:30

長谷　俊介
（ありがとう投信）

ありがとうファンド
第22期半期運用報告会

4月26日
（日）

福岡
13:30～
15:30

長谷　俊介
（ありがとう投信）

https://www.39asset.co.jp/seminar/info/
https://www.39asset.co.jp/guide/change/
https://www.39asset.co.jp/service/campaign/shokai/
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   今月の FP 情報コラム 

弊社ＦＰが家計に役立つ様々な情報を毎月発信していきます！ 

皆さまの金融リテラシー向上の一助にもなれば幸いです。 

 

「家も残クレ」の時代？『残価設定型住宅ローン』について 

 

住宅価格の高騰に加え、金利上昇が重なり、35 年で完済する従来の

ローンでは厳しくなっている現在。そのようなことを背景に、2026 年 3

月から国が主導する「残価設定型住宅ローン」の本格的な導入が見込まれ

ています。自動車のローンで知られている「残クレ」の波がいよいよ住宅

業界にも押し寄せてきました。今回は「残価設定型住宅ローン」の仕組み

や注意点などを解説します。 

 

「残価設定型住宅ローン」とは？ 

  

「残価設定型住宅ローン」は、車の「残クレ」の仕組みを応用したもので、契約時に将来的な住宅の価値（残価）をあ

らかじめ設定し、その分を差し引いた金額のみを分割返済する新しい住宅ローンで、毎月の返済額を抑えられること

が最大のメリットです。簡単にいうと、購入時 1 億円の住宅が将来価値（残価）4,000 万円と見込まれた場合、借入

額のうち 6,000 万円部分を返済する形になります。 

 

また、返済期間終了時に残価をどう精算するか（売却・住み替え・一括返済など）の選択肢が用意されている点も

大きな特徴です。具体的には、契約時に設定された「残価設定月」までは通常のローンと同様に返済をし、その後、借

入者には「返済額軽減オプション」と「買取オプション」という 2 つのオプションを行使する権利が発生します。ちなみ

に、「残価設定月」とは、将来の住宅売却想定価格（残価）とローン残高が一致する月のことです。多くの場合、借入か

ら 20 年から 25 年目前後に設定されます。 

 

出典：国土交通省【残価設定型住宅ローンの供給促進のための住宅融資保険制度の創設】 

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001974335.pdf 

 

 

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001974335.pdf
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オプションとは？残価設定月以降の選択肢 

「返済額軽減オプション」・「買取オプション」のどちらかを選択するか、オプションを選択しないこともできます。借

入者が選択したオプションは、残価設定月以降であればいつでも行使できます。 

 

 

出典：JTI（一般社団法人移住・住みかえ支援機構）【残価設定型住宅ローン利用者フォーラム】 

https://zanka-simulation.jti.or.jp/ 

 

① 返済額軽減オプション（住み続ける） 

 残価設定月以降に、返済額軽減オプションを選ぶと、ローンが「新型リバースモーゲージ」に切り替えられ、返済

額が 2 段階で軽減されます。  

「新型リバースモーゲージ」とは、借入者の死亡時に住宅売却で残債を一括返済する、死亡時一括返済型の住宅

ローンです。残価設定月以降、返済額が当初住宅ローンの 3〜4 割程度に圧縮でき、借入から 50 年経過すると、元

本が据え置かれ金利だけの支払いとなるため、さらに返済額が圧縮されます。この仕組みは、完済して住宅を資産と

して残す従来のローンとは異なり、最終的に住宅を売却して精算するため、相続人に負担をかけませんが、家の所有

権もなくなるので子供に資産として家を残すことはできません。なお、新型リバースモーゲージは、死亡時一括返済

となるため、原則として団信の利用はできなくなります。 

出典：JTI（一般社団法人移住・住みかえ支援機構） 

【残価保証と残価設定型住宅ローンについて】 https://jti.or.jp/zanka 

https://zanka-simulation.jti.or.jp/
https://jti.or.jp/zanka
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② 買取オプション（家を手放す） 

 このオプションは、残価設定月以降いつでも行使でき、JTI（一般社団法人移住・住みかえ支援機構）にその時点

のローン残高と同額で住宅（土地・建物）買い取ってもらい、ローンを完済できる仕組みです。いつでも、その時点の

ローン残高で買い取ってくれるため、家を売ってもローン残高が残ってしまうオーバーローンのリスクを回避でき、

確実にローンを完済できる点がメリットです。また、返済額軽減オプションを選択後も、将来の状況に応じて、いつで

も買取オプションへ移行できます。 

一方で、このオプションを行使して家を売却すると、手元に不動産は残りません。完済後に持ち家となる一般的な

ローンとは仕組みが異なりますので注意が必要です。 

 

③ オプションを行使しない 

どちらのオプションも選択しない場合、自己資金で住宅ローンを一括返済して買い取るか、残価分で住宅ローンを

組み直すかのいずれかを選択することができます。しかし、残価が高額になってしまうケースや金利条件次第では総

支払額が増えてしまうため、将来の資金計画を踏まえて慎重に検討しましょう。 

 

 

「残価設定型住宅ローン」の注意点 

 

◆ローン終了後に高額な資金が必要 

 残価設定月後に前述した 3 つの選択肢のいずれかの方法で残価を

精算しなければならないため、どのパターンを選択しても新たな資金が

必要になります。 

住み続ける場合は、残価相当額を一括返済しなければなりません。残価を一括返済する余裕がない場合、再ローン

を組むことになりますが、年齢や収入などによっては審査が厳しくなったり、金利が高くなったりするリスクがありま

す。住宅を売却する場合も、新たな住宅の購入費や諸費用を見込まなければならないでしょう。 

 

◆総支払額が大きくなるリスクがある 

残価設定型住宅ローンは、月々の返済は軽いですが、総支払額は通常ローンより高くなる傾向があります。据え置

いた残価部分にも金利がかかること、通常より高めの金利設定となっていること、再ローン時の金利上昇リスクなど

が理由です。特に返済期間が長期化するほど、金利がかさみ、支払総額が高くなります。 

 

◆厳しい利用条件がある 

利用には、原則として都市計画法の「市街化調整区域」外の場所で、長期優良住宅の認定を受けた戸建住宅（マン

ション・中古住宅・一般的な新築建売住宅は対象外）、かつ、土地の権利が所有権（借地不可）であることが必須条件

です。また、JTI が認めた事業者の施工であることも条件のひとつです。さらに、JTI が認めた指定金融機関の住宅

ローンに限られています。 
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◆住宅の維持管理の手間やコストがかかる 

 長期優良住宅などの高い基準をクリアする必要があるため、物件価格そのものが高くなりやすいです。また、残

価（買取保証）を維持するため、定期的な点検や計画的なメンテナンスが義務付けられ、維持費と手間がかかります。

長期優良住宅は 10 年に 1 回の点検を受けることが義務付けられています。リフォームや改装、賃貸に出す場合に制

限がかかることがあります。 

 

 

「残価設定型住宅ローン」は、将来の売却・住み替えを前提に月々の返済を抑えたい方、相続人がおらず、家を残す

必要がない方などに向いている新しい住宅ローンの選択肢といえます。 

 

支払額の軽減という大きなメリットがある一方で、残価設定型住宅ローンには「メンテナンスの義務」や「残価の精

算義務」といった特有の懸念点もあります。総支払額が通常のローンより膨らむ可能性が高いため、目先の安さだけ

でなく、自分や家族のライフプランに合っているかを見極め、多角的な視点から比較検討することが大切です。利用

条件も厳しいため住宅メーカーや金融機関に相談し、最新情報を確認しましょう。 
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   ありがとうの本棚 

弊社役職員が最近読んだ本を紹介させていただくコーナーです。 

資産運用や投資、金融や経済全般に関わらず様々な書籍を幅広く取り上げていきます。 

 

～今月の一冊～ 
2030年あなたの暮らしはこうなる AIによる監視社会へようこそ 

単行本（ソフトカバー） – 2025/12/22崎谷 博征 (著) 
 

株式市場では AI 投資ブームへの期待と懸念が交錯しており、AI バブルを懸念する

声も少なくありませんが、AI関連の技術は日進月歩で進化しています。 

 

AIが発展することによる利便性や効率性の向上は世界経済の成長に寄与するだけ

でなく、人口減少に直面して人手不足に苦しむ日本にとっても生産性の向上や省人

化にも貢献すると考えられています。 

  

今月ご紹介する本は、このまま AI が普及して行った場合、２０３０年にあなたの暮ら

しはどのようなものになるか近未来を予想した本です。 

本書で著者は２０３０年にはAIによる監視社会が進んで、知らず知らずのうちに私た

ちの自由やプライバシーは大幅に制限されて、気が付くと社会全体がデジタル監獄に

なってしまっている未来が来ると警鐘を鳴らしています。 

 

AI ですべてが解決するバラ色の便利な未来が来るように言われていますが、AI が

私たちの生活の隅々にまで普及することのリスクや負の側面について、一度立ち止まって考えてみる必要があるのでは

ないでしょうか。 

 

600 ページ弱の分厚い本になりますが、わかりやすく読みやすい一冊ですのでご興味がある方は是非ご一読ください。 

  

 

   毎月定期購入サービスのスケジュール 

今後のスケジュールになります。各締切日に間に合わない場合、翌月の取扱いとなりますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

   ありがとうファンド売買申込不可日のお知らせ 

下記の売買申込不可日にお申込みされた場合、自動的に翌営業日以降の受付となりますのでご注意ください。 

 

 

【新規で定期購入を申込】
【引落し口座変更】

【定期の引落し金額を変更】
【定期引落しを中止】

【引落日】 【買付申込日】
【約定日】

(ファンドの購入日)

2026年
3月分

2月5日（木） 2月24日（火） 3月6日（金） 3月16日（月） 3月18日（水）

2026年
4月分 3月5日（木） 3月25日（水） 4月6日（月） 4月14日（火） 4月16日（木）

2026年
5月分 4月3日（金） 4月21日（火） 5月7日（木） 5月15日（金） 5月19日（火）

2026年
6月分

4月30日（木） 5月27日（水） 6月8日（月） 6月16日（火） 6月18日（木）

3月17日（火） 聖パトリックの日 アイルランド 4月3日（金） グッド・フライデー ニューヨーク・ルクセンブルグ・ロンドン・アイルランド

4月6日（月） イースター・マンデー ルクセンブルグ・ロンドン・アイルランド
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   ありがとうファンドのリスク及び手数料等について 

 

■レポートで使用している指数・為替データの注記： 騰落率は、ファクトセットよりデータを参照し、弊社にて計算しております。 

※資料に記載されている各国・地域市場の指数は他に断りの無い限り以下の指数を使用しています。 

【日本株】→FactSet Market Indices Japan 配当込み（税引き前配当再投資） 

【世界株】→FactSet Market Indices World 配当込み（税引き前配当再投資） 

【米国株】→FactSet Market Indices United States 配当込み（税引き前配当再投資） 

【欧州株】→FactSet Market Indices Europe 配当込み（税引き前配当再投資） 

【新興国株】→FactSet Market Indices Emerging 配当込み（税引き前配当再投資） 

 

■R&I ファンド大賞について 

Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の

提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商

品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に

関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉ

に帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。 

 

＜免責事項｜Disclaimer＞ 

リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォーマンスが一貫して優れているファンドと運用

会社を表彰いたします。 

選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」」の中の「コンシスタント・リターン（収益一貫性）」を用い、評価期間3年、5年、

10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッパー・ファンド・ア

ワードが贈られます。詳しい情報は、lipperfundawards.comをご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれるデータの正確性・信頼性を確保するよう合理的な

努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。 

 

 

リスク 

当ファンドは、ファンドオブファンズであり、国内外の投資信託証券などの値動きのある証券に投資します。また、外貨建て投資信託証券に

投資する場合には為替の変動もあります。なお、投資信託証券の組入証券の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、価額が

下落し、損失を被ることがあります。したがって、ご投資家の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を

被り、投資元本が割り込むことがあります。ファンドに投資することに伴うリスクはお客様のご負担となりますし、ファンドへの投資による損益も

全てお客様に帰属します。また元本及び利息の保証はなく、預金保険の対象でもありません。 

手数料 申込手数料・換金手数料・信託財産留保金はありません。 

信託報酬 

ファンド純資産総額に年 0.99％（税抜 0.9％）以内の率を乗じて得た額とします。 

 [実質的信託報酬 信託財産の純資産総額に対し年 1.30％±0.15％(概算)］ 

※当ファンドは他のファンドを投資対象としており、投資対象ファンドにおける所定の信託報酬を含めてお客様が実質的に負担する信託報酬

を算出しております。 

その他 

費用 

ファンドに組入れる有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料（消費税を含む）及び税金等の費用は信託財産から支払われま

す。また、その他、信託事務の処理に要する諸費用、監査費用、受託会社の立替えた立替金の利息等についても、信託財産の毎月末加

重平均残高が 120 億円以上の場合には、諸経費のうち 100 万円（税抜き）までは信託財産から支払われます。※実費の額は、今後組み

入れファンドの追加や変更があった場合、変動してくるものであるため事前に料率、上限額等を表示することができません。 

※リスク・費用等の詳細につきましては、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。目論見書のご請求は、ありがとう投信株式会社  カスタマーサービ

ス部まで。【〒101-0047東京都千代田区内神田 2-15-9 フリーコール 0800-888-3900】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

お申込みは、お電話・ホームページからどうぞ 

URL：https://www.39asset.co.jp/seminar/info/  

フリーコール：0800-888-3900 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうファンドはおかげさまで 3 月 2 日に第 22 期ファンド中間決算を迎えました。 

これも皆さまのご支援の賜物であると感謝申し上げます。つきましては、第 22 期半期運用報告

会を 3 月より全国 6 都市で開催いたします！ 

半期運用報告会では第 22 期の半期運用報告と今後の見通し、運用方針について詳しくご報告

させて頂きます。 

是非この機会にご参加頂ければ幸いです。皆様のご参加をお待ちしております！ 

３月より全国で半期運用報告会を開催いたします！ 

札 幌 2026 年 3 月 7 日（土）13:30～15:30 
かでる２．７(北海道立道民活動振興センター)760 会議室 

大 阪 
2026 年 4 月 25 日（土）13:30～15:30 
大阪府立男女共同参画・青少年センター(ドーンセンター) 

セミナー室 2 

2026 年 3 月 29 日（日）10:00～12:00 
ありがとう投信本社３F  

東 京 

仙 台 2026 年 4 月 12 日（日）13:30～15:30 
仙都会館７F-C 

福 岡 
2026 年 4 月 26 日（日）13:30～15:30 
アクロス福岡 604 

名古屋 2026 年 4 月 18 日（土）13:30～15:30 
ウインクあいち（愛知県産業労働センター） 会議室 1110 

代表取締役社長 

長谷俊介 

ファンドマネージャー 

真木喬敏 

https://www.39asset.co.jp/seminar/info/
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